
自転車ホルダー（iPhone 4S・4専用）
取扱説明書

BCY-HLD1BK

●ホルダー本体
●取付けマウント
●取扱説明書（本書）
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  ください。

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

※万一、足りないものがございましたら、
お買い求めの販売店にご連絡ください。

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。 
最新の情報は、弊社WEBサイト(http://www.sanwa.co.jp/)をご覧ください。

1.はじめに
この度は自転車ホルダー（iPhone 4S・4専用）（BCY-HLD1BK）をお買い上げいただき、誠
にありがとうございます。ご使用の前にこの取扱説明書をよくご覧ください。読み終わったあと
もこの取扱説明書は大切に保管してください。

2.使用上の注意

3.特長

本製品の落下や衝突等、本製品を使用中に発生した本製品、自転車およびiPhoneの
故障、破損、損傷については弊社は一切責任を負いません。あらかじめご了承ください。

●iPhoneおよび本製品が確実に取付けられていることを確認の上、ご使用ください。
●iPhoneにケースを装着している状態では本製品への取付けができませんので、必ずケー
スを外した状態でご使用ください。
●本製品にiPhoneを取付ける際は、本製品の内部およびiPhoneにゴミ等が付着していな
いか、十分確認してください。ゴミ等が付着した状態で取付けると、iPhoneに傷が付く場
合があります。
●iPhoneの操作をする際は、安全のため必ず停止した状態で行ってください。
●走行中はiPhoneの画面を注視しないようにしてください。前方不注意による事故の原因
となります。
●カーボン材質や鏡面処理された場所など、傷がつき易い場所への取付けには十分ご注意く
ださい。
●本製品は防滴仕様ですが、完全防水仕様ではございませんので水の中ではご使用いただ
けません。また、大雨や台風、水圧のかかる状態などでの使用はおやめください。
●フロントカバーを強く押したり無理な力を加えないでください。カバーが変形すると、隙間
が生まれ、水が入る恐れがあります。
●自転車走行中にイヤホンを使用することは大変危険ですのでおやめください。
●自転車から離れる際は、必ず本製品を自転車から取外してください。盗難の恐れがありま
す。また、雨天時の放置は浸水の原因となる為おやめください。
●本製品はiPhoneを完全に衝撃から守るものではございません。
●ご使用の際は、iPhoneの明るさの自動調節をオフにし手動で明るさを調整してください。 
直射日光下ではiPhoneの画面が見づらい場合があります。画面の明るさを最大にセット
すると見やすくなります。 
●イヤホンのプラグ形状によってはご使用いただけない場合があります。

●自転車、バイクのハンドルバーに取付けることができるiPhone 4S・4専用ホルダーです。市販のアプリケーションと併用することで、
iPhoneを自転車ナビやサイクルコンピュータとして使用することができます。
※iPhoneにケースを装着している状態では本製品への取付けができませんので、必ずケースを外した状態でご使用ください。
●急な天候の変化でも安心して使用することができる防水（IPX4相当）設計です。
※JIS/IEC保護等級IPX4相当とはあらゆる方向からの水の飛沫を受けても有害な影響のないものです。(フロントカバーを閉じバックルが閉
まっている状態)
※完全防水ではありません。
●高い衝撃吸収性を備えたポリカーボネート＋シリコン内部トレーで、万一の落下の際にもiPhoneを保護します。
●ホルダーからiPhoneを取出すことなく、装着した状態でタッチ操作などの基本操作が可能です。 
※iPhoneの操作をする際は、安全のため必ず停止した状態で行ってください。
※走行中はiPhoneの画面を注視しないようにしてください。前方不注意による事故の原因となります。
●側面に設けられたダブルロック機能で、iPhoneがホルダーより脱落するのを防止します。
●iPhoneを装着した状態でDockコネクタが接続できるので、長時間走行でもバッテリー切れの心配がありません。 
●ホルダーは360度回転できますので、お好みの角度で使用することができます。 
●ワンタッチリリース機能で、少しの間自転車から離れる場合でも簡単にホルダー部を取外すことができます。 
●付属の取付けマウントは、工具を使うことなく簡単に設置することができます。 
●ホルダーにはストラップを取付けることができるストラップホール付きです。 

4.iPhoneの取付け
●ホルダーを開けます。 ●iPhoneをホルダー内に装着し、カバーを閉じて

　左右のバックルでしっかりと固定してください。

※Dockコネクタを使用しない場合

※Dockコネクタを使用する場合

下部の穴を利用してケーブルを
取付けます。

ゴムキャップを使って下部の穴を
内側からふさぎます。

ゴムキャップを取外します。

※2つのバックルを外します。

左右のバックルは「カチッ」と音がするまで確実に閉めてください。

ゴムキャップ

太い方を差し
込みます。
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■サポート情報
■ドライバのダウンロード

■よくある質問（Q&A）
■各種対応表

最新の情報はWEBサイトで！!  http://www.sanwa.co.jp/

各情報ページを直接ご覧いただくことも
できます。

など、最新情報を随時更新しています。

▼サポートページへ▼トップページから

ご質問、ご不明な点などが
ありましたら、ぜひ一度

弊社WEBサイトをご覧ください。

6.仕様5.自転車への取付け

対 応 機 種
対 応 ハ ンド ル 径
防 水 機 能
サ イ ズ ・ 重 量
材 質
付 属 品

iPhone 4S・4
φ22～32mm
IPX4相当
W75×D26×H155mm・104g（取付けマウントは除く）
本体：PC（ポリカーボネート）、トレー：シリコン
取付けマウント

●取付けマウントをハンドルに取付けます。

ナットを取外します。

カチッ！

ハンドルを挟んで、
ナットでしっかりと
固定します。

突起部を差し込み、
スライドします。

※急な大雨や自転車から離れる際に、ホルダー部をワンタッチ
　で取付けマウントから取外すことができます。

●ホルダーを取付けます。

「カチッ」と音がするまでスライドさせ、
確実に固定してください。

走行前に本製品が自転車にしっかりと
固定されていることを確認してください。

取付けマウントからホルダー部を取外す際は
落下しないようにしっかりと手で持って行って
ください。

傷がつきやすい場所へ
の取付けには十分ご注
意ください。

「PUSH」ボタンを押すと、
ホルダー部を取外しできます。


